


































し出される。十八世紀後半 安永 天明 、寛政・享和と進んで、十九世紀に入り、文化・文政・天保までの七十年間ほどは、日本漢詩の最高潮の時代と言えよう。東に西に、都会に地方 、詩人は雲の如く輩出し、数え立てるに暇もない。頂点の詩人たちの力量は本場の唐・宋に引けを取らぬまで 至る。幕末から明治へかけても、その勢はなお保ち続けるのであった。
　このような現象は、世界文学の中 も稀有のことと思われる。外国の、しかも高級な詩歌を我が物として自由に作り、高
い水準に達するうち、自然に独自 味わいまで出すに至る、というようなことは他の国では考えにくい。仮 に 英語の詩、フランス語の詩に置き換えてみれば、それは容易 了解されるであろう。
　漢詩の受容と盛行は、当然ながら他の日本 文学に深く影響を及ぼしている。古くは『源氏物語』に於ける白楽天、近く















は、方谷の後を継ぎ、後に二松學舎専門学校長を務めた山田済斎（方谷 義孫） 、宮中顧問官国分三亥等の漢詩人が出、また漢詩人として鳴る濱青洲、金子清超等が長く 鞭 執って伝統を継承した。
　昭和五十二年（一九七七） 、二松學舎は創立百周年を迎えるに当り、これを記念して漢詩の伝統を宣揚すべく「二松詩文
会」を組織した。全国 同好の士を糾合 、機関雑誌『二松詩文』を刊行した。これは年四回発行し、通巻百二十六号に至っている。同人は十一人、会員は約三百名、会員は一回に付き 首の添削を受けることができるように ている。
　なお、この二松詩文会を中核として、平成十五年、全日本漢詩連盟が発足し、機関誌『扶桑風韻』を発行、会員は千七百
余名を数える。また、県単位の組織を促して、平成二十年まで 一都十五県 東京 千葉、茨城、栃木、神奈川、群馬、埼玉、岡山、福井、愛媛、香川、徳島、高知、鳥取 島根、福岡）の連盟が誕生した。各連盟はそれぞれ研究会や吟行を催し、漢詩の裾野を広げるべく活動 ている。
　また、二松學舎では、すでに活発に行われている〝俳句甲子園〟にヒントを得、 〝漢詩甲子園〟を企画し、平成十八年度



























ト） 、職業は無職の高年層が多いが、現役の大学教授や高校教諭、若い方 は院生、学生も数名いる。本講座 、
世紀Ｃ
ＯＥプログラムが終了した後も継続して開講する予定であるが、今後は 層をもう少し引きつけるよ に、時間帯や講義内容などをさらに工夫したいと考えてい 。
　　　
